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の片振 り疲労を行なった OLSON ら2) および DIETZ ら3'の報告, ドー ナツ型の接着層に繰返
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1. 材 料
材料として,ブナ辺材 (平均年輪
幅 0.50mm) を用い, 木取 り方向
に十分注意を払って半径50mm,紘







合わせ接着 した｡ (shim を用いな
い場合,即ち close-contact の場
合は斜線部にうすくパラフィンを塗
布 した｡) 接着温度 は室 温 (20-
25oC),圧縮力は 10kg/cm:(板目全
体の平均圧力),圧 締 時 間 は24時
間,接着後クランプから取り出して
約10日間,室内に放置 した後,接着
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試験片の数は夫々の接着剤について,shim を用いないもの (close-contact),0.5mm 厚
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含む系の共振点に変動が生ずると,試片にかかる曲げモーメントが変化する｡運転中の曲げモ
ーメン トの2,3の例を示すと Fig.4の如 く試片の疲労(クランプのゆるみも含む)の経過に伴
































































































る｡したがって本報告では,一般に用いられる S-N 曲線の代 りに曲げモ-メソ トと繰返し数
の関係 (以下 M-N曲線と書 く)をもって試験結果を表現した｡
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/cmコ に相当し,これは夫々の静的な強度の 37及び39% 程度である｡,I_れに反して接着層の
厚さが,平均 0.42mm になると Fig.9にみる如 く,疲労強度は非常に不安定となり,ある
ものでは close-contactの場合に近い強度をもっているが,他のものでは非常に弱く,著 しい
場合には自然剥離を起しそうなものがある (これらは Fig.9には表示していない)｡そして,
その木部破断率も100%に近いものから全 く接着層で剥離しているものまで種々の もの が あ
り,この厚さにおける疲労 限度は定め難 く, 実用的な意 味からは0と考えるべきであろう｡
(Fig.12)(この厚さの接着層には,かなり気泡が含まれており,亀裂もあらわれていてこれら
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mm のものと 0･8mm のものでは後者が幾分大きい｡ この疲労限度の値は試片の腕の部分の




木部破断率をみると,接着層が 0.29mm 厚さのものと 0.86mm 厚さのものは比較的高率
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限度 M了と静強度 M｡の比 M7/Mo披,表に示したように0｡25-0.31となった｡即ち,この
場合の疲労限度は, すべての接着層について大体,静華麗の1/4-1/3と考えてよさそうであ
る｡
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modifiedurearesinbondedspecimenincreaseswiththeglue･linethicknessandthat
ofphenolresin-bondedspecimenisinvariablewithit,butthatofurearesinbond-
edspecimen isalmostequaltozerointherangethickerthanOA2mm (Fig.12).
Itcanbesaidthatphenolandmodi丘edurearesinhasan excelentgapfill-
ingefectforfatiguestressing,andtheirendurancelimitisabout1/4-1/30fthe
staticalstrength(Tab.2).
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